( ディベートの基本 (　
(ディベートとは
　　　ある主題について、双方が理由付けをしながら議論することです。その議論が相手の
チームより優れていると第三者に納得させることで勝敗が決まります。教育を目的と
したディベートでは、原則的には感情に訴えず、あくまでも議論によるものされてい
ます。

(ディベートの目的

・思考力を高める

知識や認識を獲得・複眼的なものの見方と考え方・批判的な思考力・論理的な思考
の組み立て

・コミュニケーション能力を高める

話す技能・聴く技能・建設的な対話を組み立てる技能・状況を判断し即応する技能

(ディベートのルール

・参加人数と持ち時間は平等にする

・テーマは肯定文にする

・肯定で始まり、肯定で終わる（肯定の主張が問題を提起）

・反駁・要約では新しい論点、論拠は出せない

・第三者が判定する

(ディベートのルール違反
・偏った解釈　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・非礼な行為や態度
・証拠資料の捏造

・相手側議論の曲解

・反駁・要約で新しい論点を出す

・タイムオーバー

(ディベートの基本原則

　　立論：肯定チームと否定チームは、立論の中で夫々の基本的立場を述べ、主要な論争点
　　　　　を明らかにします。

1． 肯定側第１立論－――肯定側の第１立論でディベートは始まります。
賛成論の主張を明確にし、論旨を正確に伝えます。

　　ａ．論題を述べる

　　ｂ．論題に含まれる用語を定義する

　　ｃ．論題採択の理由を説明する

　　ｄ．論題を実行する行動計画を述べる

２．否定側第１立論―――否定側の第１立論は、肯定側の主要論点に対して、否定側
の基本的立場を述べます。

　　ａ．否定論の基本的立場を述べる

　　ｂ．肯定側の用語の定義に対して、必要に応じて異議を述べる

　　ｃ．否定側の立場を示す

　　ｄ．肯定論の主張に反論し、否定論の主張を展開する

３．肯定側第２立論―――このスピーチは否定チームの反論を受けて、肯定側の基本的
立場を再構築する重要な役割を果たします。

　　　　　　ａ．用語の定義に対して、否定側の異論が述べられた場合は、肯定側の定義を守る

　　ｂ．論題採決の理由を再構築する

　　ｃ．否定チームの主要論点に反論する

４．否定側第２立論―――これは最後の基調演説で、このスピーチでもって肯定論・否
定論の主要論点が出揃います。次の反論・反駁は否定チームが肯定チームより先に
行う唯一のスピーチです。この第２立論とこれに続く第１反論スピーチは、否定チ
ームの勝敗を決定するほど重要なものです。

　　ａ．次の第１反論スピーチとの役割分担を明らかにする

　　ｂ．肯定チームのプランを攻撃する

　　ｃ．肯定チームの主張に反論する

反駁：ディベートでは、相手チームの論点を崩すことが最も効果的です。相手の論点に
最大のダメージを与えながら、相手の反論の効果を最小限に抑えることが、論争を有利
に展開する秘訣です。

1． 否定側第１反駁―――反論・反駁は否定側のスピーチで始まります。ここでは第２立論と連携プレーをすることが大切です。

　　ａ．肯定側の論題採択の理由を論破する

　　ｂ．否定側の論点を強調する

２．肯定側第１反駁―――否定側の反論を崩す役割があり、最も重要なスピーチです。

ａ．肯定論を再構築する

　　ｂ．主張論点を明確にする

　　ｃ．論題の実行プランに対する反対に答える

３．否定側第２反駁―――これは否定側が行う最後のスピーチです。論争の展開に

応じて、効果的な最終反論をすることが望まれます。

　　a.　肯定側の第１反駁に沿って議論を進める
　　ｂ．論争の全体を否定側の視点で要約する

　　ｃ．重要な論争点に絞る

４．肯定側第２反駁―――ディベートの最終スピーチです。時間を有効に使うことが
大切です。

　　ａ．否定側の第２反駁の内容に沿ってスピーチを展開する

　　ｂ．論争の全体を肯定側の視点から要約する

　　ｃ．否定側が認めた論点を指摘し、重要な論点を再度強調する

	肯定側が勝つには　→　第１反駁が重要

否定側が勝つには　→　第２立論と第１反駁が重要
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